
  

7 
 

厚生労働科学研究費補助金 

（政策科学総合研究事業（臨床研究等 ICT 基盤構築・人工知能実装研究事業）） 

分担研究報告書 

 

Precision medicine の確立に資する統合医療データベースの利活用に関する研究 

 

研究分担者 中島 直樹 九州大学病院メディカル・インフォメーションセンター 教授 

研究分担者 野原 康伸 熊本大学大学院先端科学研究部 特任准教授 

研究要旨 

病院診療データを対象とした機械学習手法によるデータ解析を行った。医療データには非線形

な要素が多いことなどから、既存の手法を上回る予測精度が得られた。また、機械学習の解釈

手法の改善を行い、より妥当な解釈を行うことが可能となった。機械学習手法による解析は、統

合医療データベースに対しても、妥当性の高い結果が期待できる。 

 

Ａ．研究目的 

病院診療データを対象とした機械学習手法に

よるデータ解析を行うことを通じて、統合医療

データベースに機械学習手法を適用するにあ

たっての利点や問題点を洗い出す。 

 

Ｂ．研究方法 

済生会熊本病院の脳梗塞患者データを用い

て、患者の予後スコアおよび肺炎併発の有無

について、機械学習手法による予測モデルを

構築し、既存モデルとの性能比較をおこなっ

た。また、なぜそのような結果が出たかを

Shapley Additive Explanation(SHAP)等の手法

を用いて解釈を試みた。 

（倫理面への配慮） 

病院データの利用に当たっては、病院倫理審

査委員会による許諾を得ている。 

 

Ｃ．研究結果 

脳梗塞患者の予後予測について、Gradient 

Boosting Decision Tree や Random Forest とい

った機械学習アルゴリズムを用いることで、線

形回帰モデルによる予測および IScore、

ASTRAL といった臨床で広く用いられる予後ス

コアを上回る予測精度が得られた[論文 1-1]。 

また、肺炎併発の有無をアウトカムとする予測

モデルを構築し、そのモデルを解釈した結果、

入院時の意識レベルが重要であることを見出

した。そこで入院時の意識レベルに基づいたリ

スク評価を行い、口腔ケアの実施等の業務改

善を実施した。その結果、肺炎発症を有意に

減少させることができた[論文 1-3]。 

機械学習モデルの解釈手法であるSHAPにつ

いて、変数重要度の計算方法の改善、および、

変数グループ化という新たな解析手法を提案

した。線形モデルで用いられている変数重要

度との完全に整合性が取れるようになり、予測

モデルの再構築を伴うことなく、複数の説明変

数がアウトカムに与える影響を調べることが可

能となった[論文 2-2]。 
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Ｄ．考察 

医療データは、非線形な要素が多いため、こ

れまで医療で広く用いられてきた線形モデル

と比べて高い予測精度を実現できたものと考

えられる。また、機械学習手法は、なぜそのよ

うな結果が得られたか分からずブラックボックス

的と問題点を指摘されることが多いが、線形モ

デルとの対比を通じた適切な解釈手法を開発

したことで、臨床家の直観ともより合う結果が期

待できる。 

 

Ｅ．結論 

病院診療データに対して機械学習手法を適

用することで、既存の手法を上回る予測精度

が得られた。また、機械学習モデルの解釈手

法の改善法を提案した。機械学習手法による

解析は、統合医療データベースに対しても、

妥当性の高い結果が期待できる。 
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